
 

 

 

 

 
                          

氏名（本（国）籍）   三 浦 亮太朗（静岡県） 

主指導教員氏名    帯広畜産大学 准教授 松 井 基 純 

学 位 の 種 類    博士（獣医学） 

学 位 記 番 号    獣医博甲第４４０号 

学位授与年月日     平成２７年３月１３日      

学位授与の要件    学位規則第３条第２項該当   

研究科及び専攻    連合獣医学研究科 

             獣医学専攻 

研究指導を受けた大学   帯広畜産大学 

学 位 論 文 題 目     ウシ発情周期中に発育する第 1卵胞波主席卵胞の生理学 

的性質－発育動態、機能および受胎性に及ぼす影響－ 

審 査 委 員    主査  帯広畜産大学  教 授  宮 原 和 郎 

            副査  帯広畜産大学  准教授  松 井 基 純 

            副査  岩 手 大 学  教 授  居在家 義 昭 

            副査  東京農工大学  准教授  田 中 知 己 

            副査  岐 阜 大 学  教 授  村 瀬 哲 磨 

 

学位論文の内容の要旨 

 

近年の畜産現場における多頭化および乳牛の高泌乳化に伴い，発情発見率の低下および

受胎率低下が問題となっている。この問題に対処するために，定時人工授精プログラムの

開発を中心とする研究が盛んに行われているが，繁殖成績の向上は十分に達成できていな

い。このことは，ウシの受胎に関わる繁殖生理に対する理解が不十分であることを示して

いる。そこで，未だ明らかにされていないウシの繁殖生理を明らかにすることを目的にウ

シの発情周期中に発育し，ほとんどが閉鎖してしまう第 1 卵胞波の主席卵胞に着目し研究

を行った。 
第 1 章では，ウシの発情周期，卵胞波の発育，主席卵胞の選抜に関わるメカニズムなど

の基礎的な繁殖生理についてまとめた。その中でも第 1 卵胞波は，その発育動態やホルモ

ン動態に関して詳細に調査されてはいるが，第 1 卵胞波主席卵胞（W1DF）特有の性質や，

それが繁殖生理や受胎性に及ぼす影響に関しては十分に検討されていないことを述べ，

W1DF に焦点を当てた研究を行う必要性を述べた。 
第 2 章では，W1DF 特有の性質や機能を明らかにするために，第 2 卵胞波主席卵胞（W2DF）

の性質や機能と比較した。試験 1 として，Day 6（Day 0 = 卵胞波発現日）までの卵胞発育

動態および卵胞壁血流の比較を，非泌乳牛を用いて行った。その結果，Day 6 における卵

胞平均直径および卵胞壁血流は W1DF で高かった。また，卵胞発育期間中の血中プロジェ

ステロン（P4）濃度は W1DF の発育期間で低く推移した。試験 2 では，Day 6 に PGF2α，

Day 8 に GnRH を投与し，Day 6 から 9 にかけての平均直径，卵胞壁血流および血中エスト

ラジオール（E2）濃度を測定し，主席卵胞を成熟・排卵誘起させた時の性質の差異を比較

した。その結果，Day 8 の血中 E2 濃度，Day 9 の卵胞直径および卵胞壁血流が W1DF で有

意に高いことが観察された。さらに，試験 3 では，Day8 および 9 における LH サージ曝露

前後での主席卵胞の卵胞液および顆粒層細胞を回収し，卵胞液中ステロイド濃度および顆
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粒層細胞における mRNA 発現量を測定した。LH サージ曝露前（Day 8）では，W1DF で

LHr mRNA 発現量，卵胞液中 E2 およびアンドロステンジオン（A4）濃度が高かった。LH
サージ曝露後（Day 9）では，W1DF で血管新生因子およびステロイド合成酵素の mRNA
発現量が高かった。試験 4 では，W1DF と W2DF の排卵後に形成される黄体の性質を比較

し，W1DF 排卵後の黄体で血中 P4 濃度，黄体断面積および黄体血流面積が有意に高いこと

を示した。これらの結果から，W1DF は発育，卵胞壁血流，ステロイド合成能および排卵

後に形成される黄体の活力が高いことが明らかになった。 
 第 3 章では，W1DF の発育を制御する要因を検討するため，発育期間中の血中 P4 濃度と

同一卵巣内での黄体の存在が W1DF の卵胞直径に影響を及ぼすのかを調べた。非泌乳牛を

用いて，Day 6 における W1DF の直径と血中 P4 濃度の相関関係を調べたところ，有意な相

関は見られなかった。一方，W1DF の直径を同一卵巣内に黄体が存在する（共存群）また

は存在しない（非共存群）で比較したところ，共存群で大きいことが明らかとなった。さ

らに，血中 P4 濃度を比較したところ，共存群は非共存群に比べ低い値を示すことが明らか

になった。そのため，卵巣内局所環境が卵胞の性質に及ぼす影響を調べるため，共存群と

非共存群との間で，主席卵胞の発育と卵胞液中ステロイドホルモンを比較した。Day 0 か

ら Day 4 における血中 P4 濃度および主席卵胞直径推移に両群間で差はなかった。しかしな

がら，Day 4 における血中 E2 濃度は共存群で高い傾向を示した。さらに，卵胞液中のステ

ロイドホルモン濃度を測定したところ，共存群の卵胞液中 P4 濃度は有意に高いことが明ら

かとなったが E2 および A4 濃度に差はなかった。これらのことから，W1DF の発育や性質

を制御する要因として卵巣内での黄体との位置関係が大きく関与することが示唆された。 
第 4 章では，第 3 章で得られた現象が泌乳牛においても同様に観察されるのかを調べる

ため，血中 P4 濃度と主席卵胞の平均直径の推移を調べた。さらに，共存群と非共存群との

間で人工授精後の受胎率を比較した。血中 P4濃度は両群で差なかったが，卵胞直径は Day 
8 において共存群で大きくなった。受胎率は共存群で低かった。さらに，未経産牛と経産

牛で分けて受胎率を比較したところ，どちらも共存群で低かった。これらの結果から，

W1DF と黄体の位置関係は受胎性に強く影響を与えることが明らかとなった。 
本研究より，1）W1DF は発育，卵胞壁血流，ステロイド合成能そして黄体形成に関して

活力が高い，2）W1DF の発育や性質は黄体と同一卵巣内に共存する場合と共存しない場合

とで異なる，3)人工授精後の受胎率は W1DF が同一卵巣内で黄体と共存する場合に低下す

る，ということが明らかとなり，ウシの繁殖生理における W1DF の新たな役割に関する知

見が得られた。 

 

 

本研究は，ウシの発情周期中に発育しながらほとんどが閉鎖してしまうために，今まで

注目されることのなかった第 1 卵胞波の主席卵胞に着目し，その性質と繁殖生理や受胎性

に及ぼす影響について明らかにすることを目的に行われた研究である。 
第 1 章では，ウシの発情周期，卵胞波の発育，主席卵胞の選抜に関わるメカニズムなど

の基礎的な繁殖生理についてまとめ，第 1 卵胞波主席卵胞（W1DF）の発育動態やホルモ

ン動態については報告されているが，W1DF の特有の性質や，それが繁殖生理や受胎性に

及ぼす影響については十分に検討されていないことを述べ，W1DF に焦点を当てた研究を

行う必要性を述べた。 
第 2 章では，W1DF 特有の性質や機能を明らかにするために，第 2 卵胞波主席卵胞（W2DF）

の性質や機能と比較した。この結果，W1DF では W2DF に比較して発育，卵胞壁血流，ス
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テロイド合成能が高く，さらに排卵後に形成される黄体の活力としての黄体の断面積，血

流および血中プロジェステロン（P4）濃度が高いことを明らかにした。これらのことから，

W1DF は機能的に活力の高い卵胞であることを示し，W1DF 特有の性質を明らかにした。 
 第 3 章では，W1DF の発育を制御する要因を検討するために，同一卵巣内における黄体

の存在が W1DF の直径や機能に及ぼす影響について検討した。この結果，W1DF と同一卵

巣内に黄体が共存すると，卵胞直径は大きく，卵胞液 P4 濃度が高いことを示し，W1DF の

発育や性質を制御する要因として，同一卵巣内における黄体の有無が大きく関与すること

を明らかにした。 
第 4 章では，W1DF が人工授精後の受胎性に及ぼす影響について検討した。受胎率は未

経産牛でも経産泌乳牛においてもW1DFと黄体が同一卵巣内に共存すると低いことを示し，

人工授精後に黄体と同一卵巣内に共存するW1DFは受胎性に影響を与えることを明らかに

した。 
本研究より，W1DF は発育，卵胞機能そして黄体形成に関して活力が高く，W1DF の発

育や性質は黄体と同一卵巣内に共存する場合と共存しない場合とでは異なること，さらに

人工授精後の受胎率はW1DFが同一卵巣内で黄体と共存する場合に低下することを明らか

にした。これらの新たな知見を明らかにしたことはウシの繁殖生理学の進展に寄与するも

のであり，今後のウシの繁殖成績改善につながる基礎的な情報として期待される。 
 

 以上について，審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合獣医学研究科の学位論

文として十分価値があると認めた。 
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